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fused zwitterionic pyriazines  and photochemic al 
ring contraction of fused pyrimidones . Hetero­
cycl es 8 : 377 (1977). 
2) Yamazaki ， T. ， Nagata ， M. ， Matoba ， K. ， Tak a -
hata ， H .  and Castl e ，  R ，  N .  Synthesis in the 
diazasteroids group (V1) . J .  Heterocyclic Chem . 
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1. 研究概要
1 ) 本田:悪性腫蕩 ， 梗塞組織， リ ン パ 組織等 を 中
心に， その形態並び に動態検査 に 用いる 放射性医
薬品特に R 1 標識化合物の開発研究 を 試み， 実験
動物を用いて， それ ぞれの代 謝 を研究している。 実
験動 物移植癌， 細 胞 培養， オートラジオグラフ， 細
胞 分画， mic rocircul ation ， im時 e sc annin只 等
の 実験 方 法 を 用いて， tumor ， infarct tissue ， 
lymph node s 等 へのR 1 標識化合物の集積と そ の
機序を 検索す る 。
組織 内 放射線量 を も求め， 放射線生物学 への諸
問題の解明 に 発展さ せ たい。
短半減 期 核種で今日最も有用性の高い 99m Tc 04 
の 二三の 標識化合物の合成 を 試み， そ の代 謝 を ハ
ム スタ ー の pancreatic acinar tumor， isl et tumor， 
duct adenoc arc in oma に ついて研究し た 結果 を 報
告した 。
2 )  菅野 :植物 培養 細 胞の 生理活 性 植物 培養細
胞 の 核酸， 蛋白質 の代 謝 ， および第 二次代 謝産 物
の生合成活 性が， 細胞の 培養令 ， 培養条件によっ
て ど のように 変化す る か を 調査 研究している 。
3 )  菅野 : 哨乳 動物の 遺伝子活 性 -0甫乳 動物の 遺
伝子 発現ー抑制 の機構 を 分子レベルで明 ら か にし
つつあ る 。 即ち， DN Aと核蛋白質の クロマチン
内 での存在様 式 を 明 ら か にし， こ れ ら の結果に基
き ， ク ロマチ ン の構造 と 機能 の 関連 を 調査研究し
ている 。
2. 学会発表
1) Hon da ，  T.: The pharmac ol ogy and preclinical 
evaluation of new radiopharmdceutic al s .  Radiop­
harmac eutical Symposium in Philadelphia ，  Apri 1， 
1976. 
2) Honda ， T. : Biodistribution and pharmacokinetic s 
of S - 35 l abell ed 5 - thio - d - glucose in hamsters 
bearing pancreatic tumor model s .  24th Annual 
Meetinεof the S ociety of Nucl ear Medic ine，  
June， 1 977. 
3) 菅野延彦， 森谷佳子， 小川由�IJ. 西荒介 : ニ ン
ジ ン 培養細胞に おける フェノール酸の生合成活 性
と調節(1). パニリン 酸生成と O町 メ チル 転移酵素
(OMT) と の 関 連.日本薬学会第96年会， 52. 4 ， 
東京.
4) 小 出薫 ， 菅野延彦， 西荒介 : ニ ン ジ ン 培養細 胞
に おける フェノール酸の生合成活 性 と 調節 (2). 日
本薬学会第96年会， 52. 4 ， 東京.
5) 斉藤 順子 ， 沢井保子 ， 菅野延彦， 和 田健司， 塚
田 欣司 : 培養植物細胞 に おける RNase Hと その機
能. 第50 回 生 化学会大会， 52. 10， 東京.
6 ) 清水加代子 ， 菊池 徹 ， 菅野延彦， 西 荒介 :
ニ ン ジ ン 培養細胞に おける カ ロ ケノ イ ドの生成.
日本植物学会第42回大会， 52. 10， 福岡.
7) 菅野延彦， 午房康子 : ゲルj戸過法に よ る ラット
肝ク ロマチ ン 画分 の 鋳型活 性 に ついて. 日本薬学
北陸支部例会， 52. 11， 金沢.
8) 小川由則 ， 菅野延彦 : ニ ン ジ ン 培養細 胞 に おけ
る 0 - メ チル基転移酵素と フェノー ル酸生成. 日
本薬学会北陸支部例会， 52. 11， 金沢.
3. 刊行論文 ・ 著書等
1) Honda ， T. : Radiopharmaceutic al s for pancreatic 
tumors . Rodioak tiv e Isotope in der Klinik und 
Forschung，  1 2: 783 - 803 ， 1976 . 
2) Honda ，  T. : 99m Tc -1 - aminocycl opentane c ar­
boxylic acid : tumor and tissue distribution resul ts 
on a l abell ed cytotoxic amino acid . 1nt. J. Appl . 
Radiat . an d Isot opes 27  : 621 - 625， 1976 . 
3) Honda ， T. et . al . : Distribution of 99m Tc - 1 -
thioglucose in rats : Effect of administration 
route on pancratic specif icity . Radiol ogy 1 24 
837 - 838， 1 977 .  
4) Honda ， T. ( Editor) An introduc tion to the 
chem istry of radiopharmac eutic al s .  J ohn Wi l ey 
and Son s ，  1nc . ， 1977 . 
5) Sugano， N. and Okada， S. Physic ochemical 
properties of c hromatin digested with trypsin . 
Bioc him. Biophys. Ac ta 383 : 78 ，  1 975 . 
6) Sugano， N.， Iwata， R. and Nishi， A. : Formation 
of phenol ic acid in c arrot c ell s in suspension 
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cul ture. Phytochemistry 14 : 1 205， 1 975 . 山良夫， 第 7 回 中部地区英語教育学会総会， 52. 6， 
7) S ugano， N. ，  Tanal也， T. ， Yamamoto， E.  and Nishi， 三重.
A. : Behaviour of phenyl al anine ammonia-lyas e 3 .  刊行論文 ・ 著書等
in carrot cel l  s in sus pension cul ture. Phytoche- 常木 清， 茨山良 夫:大学生における冠詞使用上
mistry 14 : 2435， 1975. の 特徴 I車己要J 7 : 24 - 30， 中部地区英語教育学会，
8) Yoshida， A.， Okamura， S .， S ugano， N. and Nishi， 1977. 
A.: Effect of phosphate concentrat ion on growth 
and carotenoid synthes is of carrot cel l s  in sus­
pension culture. Environment Control in B iolo-
gy 13  : 47 ， 1975. 
9 )  Nakaya， N.， S ugano， N.， Nishi， A. and Tsukada， 
K. : Protein kinase in cul tured pl ant cel l s . B i­
ochim. B iophys. Acta 3 1 0 : 273 ， 1 975 . 
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10) Sawai， S . ，  Sugano， N. and Tsukada . K. : Ribo - 1. 研究概要
nuclease H activity in cultured plant cells . B io _ 1 )  上原:ドイツ中世韻文 短篇作品の伝承 と 受容
chim .  B iophys . Acta ， in press ， 1977. 2 )  上原:上記作品のうち 末公刊の作品の校訂版の
11) S ugano， N.， Koide， K.， Ogawa， Y.， Moriya， Y. 作成
and Nishi， A.: Increase in enzyme l eve l s  during 3 )  諏訪 田 :冠詞に 関す る 若干の考察
the formation of phenolic acids in carrot cel l  
cul tures .  Phytochem istry ， in press ， 1977 .  
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1. 研究概要
「英語教育」 を専門 と し て い るので， 研究もそれ
に 関連して(1)語学ラボラトリーに よる 英語教育の研
究 と (2 )日本人学生のた めの新しい 「学校文法」の構
築 と いう二つの課題 を追っ て い る 。
語学 ラ ボ ラトリーに よ る 教育法の研究に つい て は，
現在 その設備が本学 に 無いので， 富 山大学に新設 さ
れ た60ブー ス ( T V付 き ) の 装置 を週一 回使用して，
主 と してテ ステイングに焦点 を絞って実地研究 をし
て い る 。
今一つの課題であ る ， 新しい「学校文法」の構築
に つい て は， 同じ 構想、 を 抱い て い る 福井大学教育学
部茨山良 夫助 教授 と 共同で， 大 学生の示す英文の誤
答の分析 を 通して， 外国語 と しての英語 を 理解し，
また 使用す る 際の問題点 を把握し， 最終的 に はどの
ような「学校文法」が最も効率的 であ る か を考えよ
う と し て い る 。
2. 学会発表
大学生に おける 冠詞使用上の特徴:常木 清， 茨
保 健 体 =* 同
教 授 金 子 基 之
1. 研究概要
体 力の重要な要素 であ る 全身持久性 に 関す るトレ
ー ニ ン グで， まず問題に な る こ と は， トレ ー ニ ング
負荷の決定であ る 。 負荷の決定に は最大O2摂取量の
割合 を もって規定す る こ と が最も適切であ る と さ れ
て い る 。 しかし， 最大O2摂取量 を 直接測定で求め る
こ と は， 被験者 を疲労困懲まで追い込む危険性と，
いつでも，どこでも，容易 に 測定で き ない難点があ る 。
そ こ で最大作業下 での心拍数 と O2摂取量 と の関係
を 求め る 間接測定法で最大O2摂取量 を 求め る 。 その
結 果から心拍数を基準にしたトレーニン グ負荷を決
定し， トレーニン グ効果を検討する。
2. 学会発表
1 ) 小中学生の体育時の運動処方( 心寸白数を 中心に )
(富山県体 力増 強委員会)
2 )  親子 スポ ーツ実態調査について( 富 山県)
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